
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   

学 校 名 揖斐川町立小島小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２４日（金）～平成２６年１１月１６日（日） 

実 施 概 要 
 

①いびがわマラソン応援 

②地域産業学習（２年生生活科） 

③授業参観 

④地域における資源回収活動 

 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   □歴史   □文化   ☑産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者          ２００      人  
  計        ２１０  人 

地域関係者            １０      人 

実 施 状 況 
 

＜いびがわマラソン応援＞ 

・地元揖斐川町が主催する地域行事「いびがわマラソン」の選手応援を行った。

本年度は雨天のため実施できなかったが、６年生児童によるバンド演奏によ

る応援も行っている。 

＜地域産業学習＞ 

・２年生の生活科の学習で、校区内で花のハウス栽培

を行っている農家の方を訪問して、花作りの工夫や

苦労を学ぶとともに、小島という地域の特徴や特性

について学ぶ場とした。 

＜授業参観＞ 

・１０月２４日に授業参観を実施し、保護者や地域の方々にも参観してもらう

機会とした。環境学習の発表や歴史学習の発表など地域との関連性のある学

習を中心に行った。また、この日は合わせて学校評議員会も開催し、授業を

参観していただくとともに、本校の児童の学習の様子についてご意見をいた

だいた。 

＜資源回収活動＞ 

・生活地域ごとに、保護者、児童、中学生、地域住民が協力して、回収作業や

運搬等の活動を行った。中学生や地域住民の参加が非常に多い。 

成果及び課題 
 

 

○本校は、９月に実施する運動会を地域と共同開催したり、８月に行われる小

島地区の夏祭りに、児童や中学生が多数ボランティアで参加したりする（事

前練習会にも参加）など、地域との結びつきが非常に強い地域にある。また

地域には、歴史のある神社や仏閣も多く、生活科や総合的な学習の時間等を

活用して学習に出かけている。その他にも、本校の伝統でもある「花作り」

における地域との交流も非常に盛んに行っており、児童が「ふるさと」を実

感できる学びや活動を、年間を通して計画的に行い、それが定着してきた。 

●上記にあるように、年間を通して意図的に「ふるさと」を実感できる学びや

活動を位置付けているため、ふるさと週間の中での取り組みに限定すること

が難しいし、あえて特定の活動のみをこの期間に実施することも難しい。今

後、学習の成果を効果的に保護者や地域に発信する場としての取り組みを考

えていきたい。（ここで何か行事を持つというより、成果発表の期間として

とらえて、パネル展示や掲示発表など、保護者や地域の方にも参観いただけ

る場を設けていきたい。） 
 


